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守谷市立守谷小学校
・つくばエキスプレス守谷駅から徒歩15分

・1873年（明治6年） 第三十四番徳入学校、第三十糺学校が設立。
・1875年（明治8年） 守谷小学校に改称。

児童数 8５５名
通常学級 26
特別支援学級 7
（H30.７ .１ 現在）

＜読み書き困難児への学校としての支援の取り組みの1部＞
・1年生全クラスでＭＩＭ取り組む。
・守谷市保幼小中高一貫教育愛宕中学区保幼小連携教育で
保育園、幼稚園職員に市教育委員会計画訪問時にＭＩＭの
授業公開

・学校図書館に読書バリアフリーコーナーを開設

※ 守谷市ホームページより



読み書き障害（約８％の出現頻度）

読み 書き

教科書の音読・黙読 ノートの書き

黒板の読み 板書を視写

プリント・テストの読み 掲示物の作成

プリント・テストの書き等

二次
障害

意欲・自己肯定感・有能感の低下等

読む機会が減少→語彙の増え方が遅
くなる。知識が増えにくい。

周囲からの
誤解

知的障害なのではないか。

やる気がないのではないか。

怠けているのではないか。

できない・むずかしい



読み書き支援の目的
自立と社会参加

二次障害を防ぐ

学校での

不利を防ぐ

困難の改善・克服

文章読解力・表現
力の獲得

文字の
読み書き

獲得

自力での工夫
機能代替の方法の取得

情報入らない→不利を防ぐ，
自信と意欲低下を防ぐ。

文字が読み書き
できないことによる
不利を防ぐ。

意欲

自信

読み書き支援
は何のために

するのか？



事例



対象児について

• 高学年

• 自閉症・情緒障害特別支援学級在籍

• （支援学級では，国語と算数，自立活動を学習）
※授業は児童３～４名で行うことが多い。

主訴 ・漢字の読み書きが苦手である。

・教科書を読むことを嫌がる。

・国語の読み取りに自信がない。

・テストが時間内に終わらない。

・学習意欲が低下している。

・自分に自信がない。



長期目標

１ 読み書きできる漢字を増やす。

２ 教科書の文章の読み取りができるようにする。

３ 自分に合った学習の仕方を身に付け、自信を取り戻す。



アセスメント



WISC-Ⅳ   全般的知能の遅れなし

SCTAW PVT-R 言語発達，語彙力は良好

単語と非語の逆唱（所要時間）
非語の復唱（正答数）

認
知
機
能

音韻認識能力に困難あり

RAVLT（直後再生数，遅延再生数） 聴覚的言語記憶力良好

Reyの複雑図形検査（直後遅延再生） 視覚的記憶力に困難あり

RAN 自動化能力に困難あり

１０２モーラ表記文字 カタカナ書字音読

読み書きの正確性 と 流暢性

に困難あり

STRAW 漢字単語音読
漢字１２６字音読
速読課題（短文）

URAWSSⅡ 読み速度（長文）
書き速度（長文）

アセスメント結果



知能の遅れなし

言語発達，語彙力は良好

音韻認識能力に困難あり

聴覚的言語記憶力良好

視覚的記憶力に困難あり

自動化能力に困難あり

読み書きの正確性 と 流暢性

に困難あり

アセスメントからの考察
活用できる力

言葉を理解する力

聞いて覚える力

補う必要のある力

形を見て想起する力

見て記憶しておく力

速く読む力

漢字の読み書き



実践



治療教育アプローチ

通常の児童生徒と同じ方法で読み書きできるように
トレーニングを提供する。

※治療教育アプローチと機能代替アプローチは，相互に補い合う。

読み書きに困難のある児童へのアプローチ

機能代替アプローチ

音声読み上げやキーボード入力等で読み書きに
アクセスできる方法を提供する。

近藤武夫（2015）「読み書き困難のある児童生徒を支援するICTの活用」
2015年度明治安田こころの健康財団 発達障害・専門講座資料 参照



支援の方針

漢字の読み書き

治療教育

アプローチ

自分で漢字の読み書きが
できるように訓練する。

漢字聴覚法

教科書での学習

機能代替

アプローチ

漢字の読みの困難さを

教科書の読み上げで補う。

文章構成の視覚化で読解を補う。

AccessReadingの教科書の読み上げ

マインドマップ



治療教育アプローチ
～漢字の読み書き（漢字聴覚法）〜



視覚的記憶力が弱く

知的に遅れはない 聴覚的言語記憶力は，良好

本人、保護者と相談して、 漢字聴覚法と漢字視覚法を比較

～漢字聴覚法は有効なのか確かめる→
有効なことが分かれば対象児のやる気アップ～

聴覚法が視覚法より漢字の定着率が高いだろう

漢字書字訓練法の比較



（２）カードを使って練習する。
①暗記文を唱えて暗記する。
②漢字を一回だけ書く。

◎漢字の数や繰り返して練習する時間は児童と相談して決める。

漢字聴覚法 ※

・城は
・土で
・成る。

しろ
表 裏

（１）カードを作る
①表にターゲット漢字を含む単語の読みを書く。
②裏の一番上にターゲット漢字が文頭に来るように単語を書く。
③漢字の構成要素を書き順通りに示して，暗記文を作る。

〇漢字視覚法は，通常，学校で行われている漢字を何回も書いて覚える方法

※栗屋徳子，春原則子，宇野彰，金子真人，後藤多可志，狐塚順子，孫入里英(2012)
「発達性読み書き障害児における聴覚法を用いた漢字書字訓練方法の適用について」 高次脳機能32(2)294~301



曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

内容
視覚法
練習日

1

視覚法
練習日

2

視覚法
練習日

3

視覚法
練習日

4

視覚法
練習日

5

視覚法
確認
テスト
聴覚法
カード
作り

休
聴覚法
練習日

1

聴覚法
練習日

2

聴覚法
練習日

3

聴覚法
練習日

4

聴覚法
練習日

5

確認
テスト
(聴覚
法)

比較方法と実施

方法 ・各練習法を、「必ず」5日間、決めた時間、決められた数の漢字を練習し、
6日目に確認テストをする。

練習時間 ・5日間、毎回10分間
・漢字の数：13語



確認テストの視覚法と聴覚法の比較結果と考察
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視覚法と聴覚法の正答率の変化

視覚法正答率 聴覚法正答率

正答率は，

聴覚法の方が

点数が高い。

全般的知的能力、
語彙力、聴覚的言
語記憶力も良好。

聴覚法での

学習が有効

今まで、視覚法

では漢字を

十分覚えてない。



聴覚法の実施の様子

本人、保護者と相談して、当該学年の既習漢字を聴覚法で学習

当該学年の既習漢字終わらない分

（約１００枚）を自主的に作ってきた

次年度、新出漢字を聴覚法で学習

交流学級の宿題
（視覚法）も

やりたい。→両方やる。



支援の評価 漢字50問テストの点数の推移
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（何回も書いて
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聴覚法開始

※ 道村式漢字学習法ー漢字聴覚法同様、漢字の部分に着目した暗記文を唱えて覚える漢字練習法



機能代替アプローチ
～教科書での学習〜



読みの支援

～AccsessReading～



音声教材での読みの困難への環境調整とは
～教科書の内容理解への第一歩～

文字・単語を見て形をとらえる

文字・単語の音を想起する

頭の中の辞書から意味を引き出す

助詞を見て単語同士の関係をつかむ

総合して、意味をとらえる

読みの
環境調整

情報保障・
教育機会の保障

読
む
と
は

自分で文章を
読む練習も大切。

音
声
教
材

しかし，
たどたどしい読み→

内容理解×→学習の遅れ



読みの支援（AccsessReading）
～国語の教科書での学習は，教科書が読めることが前提〜

漢字が読めなくて，流暢に音読できない

ひらがなの読み速度も遅い＝ふりがなを振っても読むのが遅い

文章読解が困難

読みの機能を補うために

１０月から教師用デジタル教科書の朗読機能，

次年度６月からは，AccsessReadingを使用

音声化で
内容理解を

補助

漢字を音
から想起
の補助 本人と相談



送られてきた
Wordデータ

Wordの機能
でフォントと文
字の大きさを

変える

振り仮名を
付ける

教科書の読み上げ～AccessReading～ Windows  PC～

読みやすいように 一緒に 文字のフォントと大きさをを変えた

アドインソフト
「和太鼓」



教科書の読み上げ～AccessReading ～ Windows  PC～

黄色のハイライト
は読み上げ箇所

速さを変える



なぜ、Access Readingを使うのか？

将来使えそう
（自分に読みたい
Web情報を
Wordに貼り付ける
と読み上げることが
できる。 ）

テストで活用できそう
（中学でのテストなど「Word」で作成したもの

を読み上げることができる。）

社会に出たときにも使えそう
（「Word」は企業で使われ

ているワープロソフトの
主流。）

自分で工夫（環境調整）
ができる

（例、単語と単語の間に空白
を入れる、改行するなど）

自分の特性を理解し、工
夫して生活していこうとす
る姿勢を学ぶ機会になる。



文章読解の支援

～ＰＣタブレットでのマインドマップ～



読解の授業の流れ（物語文・説明文）

AccsessReadingの教科書の読み上げ

または、自力での音読

マインドマップ（Xmind)に粗筋をまとめる（教師との問答）＋教科書ガイド

＋新出語句の意味調べ

教科書ワークをする

テストをする

おてがみ

登場人物

かえるくん

がまくん

第一場面
手紙を貰っ
たことのな
いがまくん

やって
みる



記憶を補う、そして思考を補う
～内容の視覚化（マインドマップ）

短期記憶が弱い

前に書いてあったことを忘れる

内容を記憶していない→思考が難しい

文章読解が困難

内容を構造的に可視化し、思考を補助するためにマインドマップを使用

おてがみ

登場人物

かえるくん

がまくん

第一場面
手紙を貰った
ことのないが

まくん

視覚（マインドマップ）
聴覚（AccsessReading）

両方使おう!



PC・タブレットのマインドマップの利点

文章の構成が
視覚的に
確認できる。

詳細読みの前に粗筋を
記憶しておくと

文章読解の補助になる

設定、場面ごとの内容を
とらえていくことで
内容が構造的に
記憶できる。

項目同士を
自由に繫げ、
移動、整理できる。

消すこと、修正
が簡単。

おてがみ

登場人物

かえるくん

がまくん

第一場面
手紙を貰っ
たことのな
いがまくん



物語文～マインドマップによる作品構造の把握
〇物語の設定

・時

・場所

・登場人物

・出来事

〇場面

〇あらすじ

〇出来事、人物
の気持ち、関係、
人物の見方、
考え方、生き方の
変化



文章理解には，語句の意味理解が必要 ～意味調べ

•辞書（紙の辞書 電子辞書）

• WebーTextToWavに貼り付け「読み上げ」

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%8D%E3%83%8F%E3%83%85%E3%83%AB



Text To Wavでの読み上げ



支援の評価 テストの成績の変化
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支援の評価 行動の変化

自信

教科書ワークの問題を以前は分からないと言って教師に聞く
ことが多かったが，自力で解くようになった。

以前は自分で考えて書く問題（問題文に答えがない問題）
は白紙だったが，書くことができるようになった。

国語のテスト（８０点）を返すと、「８０点か。」と不満げであった。
「１００点だと思ったの？」と聞くと「うん。」という返事だった。

「国語は大丈夫かも。」と、自信ありげな発言。

意欲 委員会の委員長に立候補し選ばれ、活躍した。



支援の評価 自分に合った学習の仕方について

漢字 自らの意思で春休みに１００枚カードを作ってきた。

教科書
の学習

AccsessReadingの読み上げを提案すると、「すぐにやりたい。」と
いう答え。

マインドマップついては、新単元に入ると「マインドマップでしょ。」と
いう発言。

TextToWavを「家でも使いたいから名前を教えて。」という発言。

AccsessReading事務局から、昨年度の読書感想文の課題図書
のデータが届き、読んでみるか提案→「読んでみたい。」と発言。



まとめ



目標
夢

本人や保護者のニーズ

アセスメント

実態や特性に
合った環境調整・
支援

将来を見通した
支援

本人の意思
“Nothing About Us Without Us”
（私たちのことを，私たち抜きに決めないで）

自己選択・自己決定 自己特性を理解

配慮の要請

読み書きに困難のある児童・生徒の支援


